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条
第
一
項
、
裁
判
所
職
員
臨
時
措
置
法
に
お
い
て

準
用
す
る
国
家
公
務
員
の
配
偶
者
同
行
休
業
に
関

す
る
法
律
第
三
条
第
一
項
、
国
会
職
員
の
配
偶
者

同
行
休
業
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
五
年
法
律

第
八
十
号
）
第
三
条
第
一
項
若
し
く
は
地
方
公
務

員
法
第
二
十
六
条
の
六
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
配

偶
者
同
行
休
業
を
し
た
期
間
又
は
法
人
の
就
業
規

則
等
の
定
め
に
よ
る
外
国
に
住
所
若
し
く
は
居
所

を
定
め
て
滞
在
す
る
配
偶
者
と
当
該
住
所
若
し
く

は
居
所
に
お
い
て
生
活
を
共
に
す
る
た
め
の
休
業

を
し
た
期
間

附

則

こ
の
省
令
は
、
国
家
公
務
員
の
配
偶
者
同
行
休
業
に
関

す
る
法
律
の
施
行
の
日（
平
成
二
十
六
年
二
月
二
十
一
日
）

か
ら
施
行
す
る
。

〇
総
務
省
告
示
第
三
十
二
号

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
政
治
団
体
の
届
出
事
項

の
異
動
の
届
出
に
つ
い
て
、
新
政
治
推
進
協
議
会
か
ら
訂
正
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
七
条
の
二
第
一
項
の
規

定
に
基
づ
き
、
政
治
資
金
規
正
法
の
規
定
に
よ
る
政
治
団
体
の
届
出
事
項
の
異
動
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
公
表
す
る
件

（
平
成
二
十
五
年
総
務
省
告
示
第
三
百
号
）
の
一
部
を
次
の
と
お
り
訂
正
す
る
。

平
成
二
十
六
年
二
月
二
十
一
日

総
務
大
臣

新
藤

義
孝

_

そ
の
他
の
政
治
団
体
（
政
党
及
び
政
治
資
金
団
体
以
外
の
政
治
団
体
）
の
部
新
政
治
推
進
協
議
会
の
項
中
「
東

京
都
港
区
新
橋
二
e

一
一
e

一
四
」
を
「
東
京
都
港
区
西
新
橋
二
e

一
一
e

一
四
」
に
改
め
る
。

〇
総
務
省
告
示
第
三
十
三
号

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
十
九
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
資
金
管
理
団
体
の
届

出
事
項
の
異
動
の
届
出
に
つ
い
て
、
小
平
忠
正
か
ら
訂
正
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
十
九
条
の
二
第
一
項
の
規

定
に
基
づ
き
、
政
治
資
金
規
正
法
の
規
定
に
よ
る
資
金
管
理
団
体
の
届
出
事
項
の
異
動
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
公
表
す

る
件
（
平
成
二
十
五
年
総
務
省
告
示
第
三
百
三
号
）
の
一
部
を
次
の
と
お
り
訂
正
す
る
。

平
成
二
十
六
年
二
月
二
十
一
日

総
務
大
臣

新
藤

義
孝

小
平
忠
正
の
項
中
「
東
京
都
港
区
新
橋
二
e

一
一
e

一
四
」
を
「
東
京
都
港
区
西
新
橋
二
e

一
一
e

一
四
」
に
改
め

る
。

〇
総
務
省
告
示
第
三
十
四
号

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
政
治
団
体
の
届
出
に
つ

い
て
、
社
会
活
力
研
究
会
か
ら
訂
正
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
七
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
政
治
資

金
規
正
法
の
規
定
に
よ
る
政
治
団
体
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
公
表
す
る
件（
平
成
二
十
五
年
総
務
省
告
示
第
四
百
九
号
）

の
一
部
を
次
の
と
お
り
訂
正
す
る
。

平
成
二
十
六
年
二
月
二
十
一
日

総
務
大
臣

新
藤

義
孝

ô

法
第
十
九
条
の
七
第
一
項
第
一
号
に
係
る
国
会
議
員
関
係
政
治
団
体
の
部
社
会
活
力
研
究
会
の
項
中
「
滋
賀
県

東
近
江
市
聖
徳
町
一
e

六
八
」
を
「
滋
賀
県
甲
賀
市
水
口
町
新
町
二
e

四
e

六
」
に
改
め
、
ã

法
第
十
九
条
の
七
第

一
項
第
二
号
に
係
る
国
会
議
員
関
係
政
治
団
体
の
部
社
会
活
力
研
究
会
の
項
中「
滋
賀
県
東
近
江
市
聖
徳
町
一
e

六
八
」

を
「
滋
賀
県
甲
賀
市
水
口
町
新
町
二
e

四
e

六
」
に
改
め
る
。

〇
総
務
省
告
示
第
三
十
五
号

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
資
金
管
理
団
体
の
届

出
に
つ
い
て
、
岩
永
裕
貴
か
ら
訂
正
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
十
九
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
政
治

資
金
規
正
法
の
規
定
に
よ
る
資
金
管
理
団
体
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
公
表
す
る
件
（
平
成
二
十
五
年
総
務
省
告
示
第
四

百
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
と
お
り
訂
正
す
る
。

平
成
二
十
六
年
二
月
二
十
一
日

総
務
大
臣

新
藤

義
孝

岩
永
裕
貴
の
項
中
「
滋
賀
県
東
近
江
市
聖
徳
町
一
e

六
八
」
を
「
滋
賀
県
甲
賀
市
水
口
町
新
町
二
e

四
e

六
」
に
改

め
る
。

〇
総
務
省
告
示
第
三
十
六
号

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
政
治
団
体
の
届
出
事
項

の
異
動
の
届
出
に
つ
い
て
、
自
由
民
主
党
東
京
都
参
議
院
比
例
区
第
三
十
五
支
部
及
び
若
狭
勝
後
援
会
か
ら
訂
正
の
届

出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
七
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
政
治
資
金
規
正
法
の
規
定
に
よ
る
政
治
団
体
の
届

出
事
項
の
異
動
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
公
表
す
る
件
（
平
成
二
十
五
年
総
務
省
告
示
第
四
百
十
号
）
の
一
部
を
次
の
と

お
り
訂
正
す
る
。

平
成
二
十
六
年
二
月
二
十
一
日

総
務
大
臣

新
藤

義
孝

^

政
党
の
支
部
の
部
自
由
民
主
党
東
京
都
参
議
院
比
例
区
第
三
十
五
支
部
の
項
中
「
東
京
都
足
立
区
青
井
三
e

七
e

九
」
を
「
東
京
都
足
立
区
青
井
三
e

七
e

一
九
」
に
改
め
、
_

そ
の
他
の
政
治
団
体
（
政
党
及
び
政
治
資
金
団

体
以
外
の
政
治
団
体
）
の
部
若
狭
勝
後
援
会
の
項
中
「
東
京
都
足
立
区
青
井
三
e

七
e

九
」
を
「
東
京
都
足
立
区
青
井

三
e

七
e

一
九
」
に
改
め
る
。

〇
総
務
省
告
示
第
三
十
七
号

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
十
九
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
資
金
管
理
団
体
の
届

出
事
項
の
異
動
の
届
出
に
つ
い
て
、
若
狭
勝
か
ら
訂
正
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
十
九
条
の
二
第
一
項
の
規
定

に
基
づ
き
、
政
治
資
金
規
正
法
の
規
定
に
よ
る
資
金
管
理
団
体
の
届
出
事
項
の
異
動
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
公
表
す
る

件
（
平
成
二
十
五
年
総
務
省
告
示
第
四
百
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
と
お
り
訂
正
す
る
。

平
成
二
十
六
年
二
月
二
十
一
日

総
務
大
臣

新
藤

義
孝

若
狭
勝
の
項
中
「
東
京
都
足
立
区
青
井
三
e

七
e

九
」
を
「
東
京
都
足
立
区
青
井
三
e

七
e

一
九
」
に
改
め
る
。

〇
法
務
省
告
示
第
七
十
三
号

外
国
弁
護
士
に
よ
る
法
律
事
務
の
取
扱
い
に
関
す
る
特

別
措
置
法
（
昭
和
六
十
一
年
法
律
第
六
十
六
号
）
第
七
条

の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
者
に
対
し
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
に
お
い
て
弁
護
士
に
相
当
す
る
資
格
を

取
得
し
て
い
る
者
と
し
て
外
国
法
事
務
弁
護
士
と
な
る
資

格
を
承
認
し
た
。

平
成
二
十
六
年
二
月
二
十
一
日

法
務
大
臣

谷
垣

禎
一

氏

名

ジ
ョ
ー
ジ
・
ボ
ロ
ヴ
ァ
ス

生
年
月
日

千
九
百
六
十
七
年
六
月
三
十
日

〇
法
務
省
告
示
第
七
十
四
号

外
国
弁
護
士
に
よ
る
法
律
事
務
の
取
扱
い
に
関
す
る
特

別
措
置
法
（
昭
和
六
十
一
年
法
律
第
六
十
六
号
）
第
十
六

条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
者
に
対
し
、
次
の
と

お
り
特
定
外
国
法
を
指
定
し
た
。

平
成
二
十
六
年
二
月
二
十
一
日

法
務
大
臣

谷
垣

禎
一

一

指
定
を
受
け
た
者

氏

名

ジ
ョ
ー
ジ
・
ボ
ロ
ヴ
ァ
ス

生
年
月
日

千
九
百
六
十
七
年
六
月
三
十
日

二

指
定
を
し
た
特
定
外
国
法

外
国
弁
護
士
に
よ
る
法
律
事
務
の
取
扱
い
に
関
す
る

特
別
措
置
法
第
十
六
条
第
一
項
第
一
号
に
よ
る
も
の

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
コ
ロ
ン
ビ
ア
特
別
区
に
お
い
て
効

力
を
有
し
、
又
は
有
し
た
法

〇
法
務
省
告
示
第
七
十
五
号

外
国
弁
護
士
に
よ
る
法
律
事
務
の
取
扱
い
に
関
す
る
特

別
措
置
法
（
昭
和
六
十
一
年
法
律
第
六
十
六
号
）
第
七
条

の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
者
に
対
し
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

ビ
ク
ト
リ
ア
州
に
お
い
て
弁
護
士
に
相
当
す
る
資
格
を
取

得
し
て
い
る
者
と
し
て
外
国
法
事
務
弁
護
士
と
な
る
資
格

を
承
認
し
た
。

平
成
二
十
六
年
二
月
二
十
一
日

法
務
大
臣

谷
垣

禎
一

氏

名

ト
レ
イ
シ
ー
・
ア
ン
・
ウ
ィ
リ
ス
キ
ー

生
年
月
日

千
九
百
七
十
六
年
七
月
三
日

〇
会
計
検
査
院
規
則
第
一
号

会
計
検
査
院
事
務
総
局
定
員
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る

規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
六
年
二
月
二
十
一
日

会
計
検
査
院
長

河
戸

光
彦

会
計
検
査
院
事
務
総
局
定
員
規
則
の
一
部
を
改
正

す
る
規
則

会
計
検
査
院
事
務
総
局
定
員
規
則
（
昭
和
二
十
九
年
会

計
検
査
院
規
則
第
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。「

育
児
休
業
を
し
て
い
る
職
員
」
を
「
育
児
休
業
又
は

配
偶
者
同
行
休
業
を
し
て
い
る
職
員
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
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